
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 音読をした日数 音読の達人 自己評価 先
生
か
ら 

保
護
者
か
ら 

音読が終わったら、   の中に日づけを書きましょう。 

 

例： 

一度もつかえ

ずスラスラ読

めた。 

休まずがんばった ◎ 
 

ページ 教 材 名 
がんばった    ○ 

もっとがんばれた △ 

1 巻頭 世界はうつくしいと           印 

2 14～ 握手           印 

3 28～ 学びて時に之を習ふ―「論語」から           印 

4 42～ 作られた「物語」を超えて           印 

5 56～ リオの伝説のスピーチ           印 

6 70～ 俳句の可能性           印 

7 74～ 俳句を味わう           印 

8 84～ 羊と鋼の森           印 

9 91～ ためになるってどんなこと？           印 

10 94～ 挨拶―原爆の写真によせて           印 

11 98～ 故郷           印 

12 124～ 人工知能との未来           印 

13 126～ 人間と人工知能と創造性           印 

14 140～ 初恋           印 

15 146～ 古今和歌集 仮名序           印 

16 148～ 君待つとー万葉・古今・新古今           印 

17 154～ 夏草―「おくのほそ道」から           印 

18 163～ 古典名句・名言集           印 

19 166～ 誰かの代わりに           印 

20 178～ エルサルバドルの少女 ヘスース           印 

21 188～ 紛争地の看護師           印 

22 196～ 温かいスープ           印 

23 246～ 高瀬舟           印 

24 259～ 二つの悲しみ           印 
 

 

【音読をするときの約束】 

１ 初めは、言葉や文の最後まで丁寧に発声しよう。 

２ 読めない漢字や意味が解らない言葉は辞典で調べよう。 

３ 文章の内容や表現の特色を考えながら、読む速さや声の強弱、言葉の調子などを工夫しよう。 

４ スラスラ読めるようになったら、速く読む練習をしよう。（速読） 

５ 教材の学習が終わったら、自己評価をして、先生や保護者にチェック（押印）してもらおう。 
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